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私たちの課題研究では、サインボードの製作に取り組みました。
その過程では、彫った部分が発光する原理として、屈折率の違いによりによりアクリル板内を進んだ光が、
彫刻面から外に飛び出すこと用いていることや、マイクロコンピュータでLEDを制御することで、様々なパ
ターンでLEDを光らせることを学び、作業を通じて理解をしながら製作することができました。

１．はじめに

私たちは電気科の課題研究として、LED、マイク
ロコンピュータを用いたサインボードを製作しま
した。
アクリル板の裏面をリュータで彫り、上下からフ
ルカラーLEDの光を当て、彫った部分の文字や
絵を浮かびあがらせるようにしました。
今年は、インパクトのある作品をつくりたいと思
い、そこで、漫画「進撃の巨人」の連載が終了す
るという話題があったので、登場キャラクターの
超大型巨人と甲府工業の校舎を合わせたデザ
インにしました。

２．研究内容

材料を集めるところかららサインボードの製作を
行いました。デザインはインパクトがある進撃の
巨人にしました。サインボードの上下に各LEDを
独立制御できるタイプのテープLEDを取り付け、
Arduinoマイコンで光のパターンを何種類も楽し
めるようにしました。

① デザインの決定
② リュータを使用してアクリル板を彫る
③ LEDや骨組みの取り付け
④ マイコンArduinoの学習と実践

５．考察

マイクロコンピュータの理解を深めることができ
ました。Arduinoからの出力方法や光の出力時
間、LEDを発光させる数や配色などを学びました。
リュータを使用たアクリル板の彫刻や、ねじ止め、
組み立てなど電気以外のことも学ぶことができ
ました。課題研究を通し、知識の幅を広げること
ができました。
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３．取組状況

５月から毎週目標を決めて取り組みました。
１２月までに仕上げられるようにペース配分を考
え、取り組んでいき、１１月中旬には完成させる
ことができました。

６．おわりに

研究にあたり、前嶋先生、小森先生にご協力い
ただき、無事にサインボードを完成させることが
できました。電気科で学んだ知識を応用し、マイ
コンを用いてLEDの発光を制御するほか、仲間
と協力してひとつのものを仕上げることができて
達成感を得ることができました。
課題研究を通じて、目的を達成できるように一
生懸命できたので、この経験を今後に生かして
いきたいです。

４．成果

今回の研究を通して、
どのような制御で光の
パターンが変わるのか
を理解し、イラストを効
果的に見せるために工
夫をしながら、サイン
ボードの製作に取り組
むことができました。製
作が終わったときには
達成感がありました。


